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2-9-2 金森氏の関ヶ原合戦東軍参加まで 

 

＜織田軍団の武将金森長近は、もともと徳川家康と味方同志＞ 

 

 金森長近は 18歳の時から織田氏に仕え、信長の側近にいた武将である。天正 3年（1575）、

信長・家康連合軍が武田勝頼を三河長篠で破った長篠の戦いでは、「甲陽軍鑑」所載長篠合

戦図の東方に、金森五郎八 5,000 人が、徳川軍の酒井左衛門 3,000 人とともに側面隊とし

て記されている。家康と長近は、織田・徳川連合軍の味方同士として、古くから親しい間

柄であった。この年、長近は、信長の命を受け加賀・越前征伐に加わり、その功により越

前大野の城主となった。時に 52歳である。 

 本能寺の変で信長が討死した時、長近は 59 歳であった。北国衆の 1 人として柴田勝家

配下の武将であった長近は、勝家が敗死するまで、前田利家らとともに秀吉に敵対してい

た関係で、越前大野城は秀吉に召し上げられたということが、「全森靭
ゆき

負
え

由緒書」に載って

いる。秀吉が天下人になってからは、御
お

咄
はなし

衆
しゅう

として側近に仕えたが、常に家康との交流を

絶やさなかった。秀吉亡き後、家康に肩入れすることは、豊臣子
こ

飼
がい

の大名ではないから、

さほど、ためらいはなかったであろう。 
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